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　はじめに

ヘコアユ科 Centriscidae は極端に側扁し，甲板

で 被 わ れ た 半 透 明 の 体 を も つ（ 荒 賀，1984；

Allen and Erdmann, 2012）．体の後端の棘は背鰭の

第 1 棘で，その下方に背鰭軟条部や尾鰭がある特

殊な形態をもつ．本科魚類はサンゴ礁域や内湾の

砂泥域に生息し，常に頭部を下に直立して群泳す

る特異的な生態が知られている（荒賀，1984；

Allen and Erdmann, 2012）．

Mohe (1937) はヘコアユ科の再検討をおこない，

Centriscus 属のみを有効とする 1 属 4 種に整理し

た． し か し， そ の 後 の ほ と ん ど の 研 究 者 は

Aeoliscus 属を有効として 2 属 4 種を認めており（松

原，1955；Fritzsche and Thiesfeld, 1999; Allen and 

Erdmann, 2012 など），日本のヘコアユ科もヘコア

ユ属ヘコアユ Aeoliscus strigatus (Günther, 1861) と

ヨ ロ イ ウ オ 属 ヨ ロ イ ウ オ Centriscus scutatus 

Linnaeus, 1758 の 2 属 2 種としてあつかわれてい

る（荒賀，1997；瀬能，2013 など）．ヨロイウオ

はサンゴ礁性であるヘコアユと比較して，内湾性

であることが知られている（益田ほか，1975；荒

賀，1984, 1997）．これまで日本国内におけるヨロ

イウオの記録は，千葉県館山湾，和歌山県串本，

高知県，および沖縄島に限られ，いずれも稀であ

るとされる（田中，1982；瀬能，2013）．

近年，鹿児島県の薩摩半島の西岸に位置する

南さつま市笠沙町沖および大隅半島の東岸に位置

する肝付町高山沖からヨロイウオ 8 個体が採集さ

れた．これらの標本は九州沿岸域における本種の

初めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計測・計数方法は田中（1982）にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，デジタルノギスを

用いて 0.1 mm 単位で計測した．ヨロイウオの生

鮮時の体色は，固定前に撮影された鹿児島県産の

8 標本のカラー写真に基づいた．違いがみられた

形態や色彩については標本ごとに記載した．標本

の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学

総合研究博物館（KAUM）に保管されており，上

記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録さ

れている．

　結果と考察

Centriscus scutatus Linnaeus, 1758

ヨロイウオ　（Fig. 1; Table 1）

　標本　KAUM–I. 27755（Fig. 1A）， 体 長 133.6 

mm，全長 160.9 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町

片浦崎ノ山東側（31°25′N, 130°11′E），2010 年 4

月 8 日，定置網，伊東正英；KAUM–I. 7658（Fig. 

1B），体長 94.1 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町

片浦高崎山沖（31°26′N, 130°10′E），水深 36 m，

2007 年 12 月 10 日，定置網，伊東正英；KAUM–I. 

34306（Fig. 1C），体長 91.6 mm，全長 118.3 mm，

鹿児島県南さつま市笠沙町片浦高崎山沖，2010
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年 9 月 25 日， 定 置 網， 山 田 守 彦；KAUM–I. 

17746（Fig. 1D），体長 90.2 mm，全長 117.4 mm，

鹿 児 島 県 南 さ つ ま 市 笠 沙 町 片 浦 谷 山 川 沖

（31°24′N, 130°07′E），水深 27 m，2009 年 5 月 31 日，

定 置 網， 伊 東 正 英；KAUM–I. 26265（Fig. 1E），

体長 84.7 mm，全長 103.7 mm，鹿児島県南さつ

ま市笠沙町片浦崎ノ山東側，水深 27 m，2010 年

2 月 9 日，定置網，伊東正英；KAUM–I. 28730（Fig. 

1F），体長 60.3 mm，全長 77.9 mm，鹿児島県肝

付町高山沖（31°17′N, 130°50′E），2009 年 11 月，

Fig. 1. Fresh specimens of Centriscus scutatus collected from Kagoshima, Japan. A: KAUM–I. 27755, 133.6 mm standard length (SL), 160.9 
mm total length (TL); B: KAUM–I. 7658, 94.1 mm SL; C: KAUM–I. 34306, 91.6 mm SL, 118.3 mm TL; D: KAUM–I. 17746, 90.2 mm 
SL, 117.4 mm TL; E: KAUM–I. 26265, 84.7 mm SL, 103.7 mm TL; F: KAUM–I. 28730, 60.3 mm SL, 77.9 mm TL; G: KAUM–I. 80553, 
51.1 mm SL, 67.8 mm TL.
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定置網，土屋洋之；KAUM–I. 30155，体長 47.2 

mm，全長 63.3 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町

片浦崎ノ山東側，2010 年 6 月 29 日，定置網，伊

東 正 英；KAUM–I. 80553（Fig. 1G）， 体 長 51.1 

mm，全長 67.8 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町

片浦崎ノ山東側，2015 年 10 月 19 日，定置網，

伊東正英．

　記載　調査標本 8 個体の計測形質と体各部の体

長に対する割合を Table 1 に示した．体は極端に

側扁し，体高は低い．吻が管状に著しく長く，頭

長の 69.5–75.9% でやや背側に反り上がる．頭部

と体は硬い半透明の甲板で被われ，体の甲板は背

甲と腹甲に分かれる．背縁は吻端から体の後端で

ある背鰭第 1 棘の先端にかけてほぼ直線的で，小

型個体（KAUM–I. 28730, 30155, 80553: Fig. 1F, G）

で は 頭 後 部 が， 大 型 個 体（KAUM–I. 27755, 

34306: Fig. 1A, B）では体の中央背側がやや膨ら

む．腹甲板で包まれた腹縁は刃状となり，体全体

が剃刀形となる．眼は正円形で小さく，体軸より

わずかに背側に位置する．眼隔域に縦方向の溝が

ある．鼻孔は 2 対で眼の前方，後述の褐色縦帯の

直上で縦に並ぶ．第 1 背鰭は体の後端に位置し，

その斜め下前方に第 2 背鰭，尾鰭，臀鰭が並ぶ．

胸鰭は鰓孔よりやや後方に位置する．腹鰭は体腹

縁中央に位置し，胸鰭基底直下より明らかに後方．

すべての鰭が小さく，特に腹鰭は眼より小さい．

背鰭第 1 棘に関節がなく，棘はすべて鰭膜で連結

している．

　鮮時の色彩　頭部と体は銀白色で，眼と吻の中

央から臀鰭起部までの体の腹側 ⅓ は薄い乳白色

の半透明．腹甲の重なる部分が白くみえる．吻端

から眼，胸鰭基底，体側下部，臀鰭基底上方，尾

鰭基底上方を通り，第 2 背鰭基底に至る黄色から

褐色の縦帯があるが，KAUM–I. 34306 では薄く，

KAUM–I. 27755 にはない．各鰭の棘と軟条は半

透明の乳白色で，鰭膜は透明．腹鰭は KAUM–I. 

28730 を除き黄色．

　分布　ヨロイウオはインド・西太平洋に広く分

布する（Fritzsche and Thiesfeld, 1999; Wang, 2011; 

Ambak et al., 2012; Allen and Erdmann, 2012；瀬能，

2013；Sethi and Rudramurthy, 2013）．日本国内で

は千葉県館山湾，和歌山県串本，高知県，鹿児島

県薩摩半島西岸・大隅半島東岸，および沖縄島か

ら記録されている（田中，1982；瀬能，2013；本

研究）．

　備考　本報告で記載したヘコアユ科魚類の標本

Table 1. Counts and measurements of specimens of Centriscus scutatus from Kagoshima, Japan.
KAUM–I.  

27755
KAUM–I. 

7658
KAUM–I. 

34306
KAUM–I. 

17746
KAUM–I. 

26265
KAUM–I. 

28730
KAUM–I. 

80553
KAUM–I. 

30155
Standard length (SL; mm) 133.6 94.1 91.6 90.2 84.7 60.3 51.1 47.2
Total length (mm) 160.9 damaged 118.3 117.4 103.7 77.9 67.8 63.3
Counts
Dorsal-fin rays IV, 10 IV, 10 IV, 10 IV, 10 IV, 10 IV, 10 IV, 10 IV, 10
Anal-fin rays 12 12 12 12 12 12 12 damaged
Pectoral-fin rays 10 10 10 11 10 11 11 10
Pelvic-fin rays 4 4 N/A N/A 4 N/A 4 N/A
Measurements (% of SL)
Body depth 17.9 15.5 12.9 15.0 13.3 15.0 14.1 11.3
Head length 38.5 42.3 43.0 43.8 43.4 43.7 46.7 45.8
Body breadth 4.7 3.9 3.6 3.6 3.3 3.6 4.2 3.6
Eye diameter 3.4 3.9 3.6 3.6 3.9 4.2 4.0 3.7
Snout length 26.8 30.3 32.6 32.3 31.8 31.9 33.9 32.8
Postorbital length 8.0 7.3 6.6 7.5 7.5 7.4 8.0 8.2
Length between postorbital 
part of head and pectoral-
fin base

13.2 14.5 10.7 11.3 13.4 13.0 11.1 10.8

Dorsal-fin base length 5.8 6.1 N/A 5.2 5.2 5.0 5.4 3.9
Anal-fin base length 6.3 6.3 5.1 6.0 6.4 6.3 5.8 5.8
Pectoral-fin base length 2.4 3.1 2.5 2.4 2.6 2.9 2.8 2.7
Pelvic-fin base length 0.8 0.7 0.5 0.5 0.6 0.5 1.0 damaged
Caudal-fin base length 2.3 2.6 1.9 2.2 2.4 2.5 2.5 1.9
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は，背鰭第 1 棘に関節がない，眼隔域に溝がある，

眼後長が主鰓蓋骨後端から胸鰭基底までの長さの

50.7–76.0%， 臀 鰭 軟 条 数 が 12 な ど の 特 徴 が

Fritzsche and Thiesfeld (1999) や Allen and Erdmann 

(2012) が示した Centriscus scutatus の特徴と一致

したため，本種と同定された．

　これまでヨロイウオは，日本国内において千葉

県館山湾，和歌山県串本，高知県，および沖縄島

からのみ記録されていた（田中，1982；瀬能，

2013）．したがって，本報告の鹿児島県の薩摩半

島西岸と大隅半島東岸から得られた標本は，九州

からの初めての記録となる．

　瀬能（2013）は和歌山県，高知県，沖縄島のい

ずれにおいても本種は稀としており，田中（1982）

も館山湾から得られた 1 個体に基づき本種を報告

したに過ぎない．本科魚類は，群れで行動するこ

とが知られているものの（荒賀，1984；Allen and 

Erdmann, 2012），本研究で鹿児島県から得られた

ヨロイウオは田中（1982）の例と同様に単独個体

でのみ採集され，群れを形成していなかった．こ

のことから，鹿児島県から得られた標本は，黒潮

によって南方から偶発的に運ばれてきた無効分散

である可能性が高い．ただし，鹿児島県において，

全長 150 mm を越える大型個体や水温の低い冬季

にも標本が得られたことから，少なくとも越冬は

していることが予想される．
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